
軽めのハイキング１０月「津屋川の彼岸花」  

３７期 平澤美行 呼続学区 代表 大田 雅巳 ＋ 総務委員会 広報  

 今回の目的地の設定について大田代表にお聞きしました。  

『去年行ってよかったからです！もう一度行ってみたいなと。たまたま養老鉄道で多度山に登った

時にもう少し先に彼岸花のキレイなとこがあると地元の人に教えてもらったところです。』というお

答えを頂きました。  

 次は今回の企画に参加された平澤さんに、レポートして頂きました。  

 秋の気配が少しずつ深まる季節、総勢 9 名で養老鉄道沿いの津屋川へ彼岸花を見に行きました。 

ところがこの日は思いがけず３０度を超える暑さとなり、まるで夏が戻ってきたような一日でし

た。  

 JR 桑名駅からローカル線の養老鉄道に乗り換え、一駅ごとに移り変わる養老山系の麓ののどかな秋

景色をのんびりと楽しみながら目的地の美濃津屋駅へ。  

無人駅に降り立つとそこからは小道沿いに柿や栗、コスモスなど秋の実、草花を眺めつつ散策を楽

しみました。途中、津屋城跡のひなびてはいますが由緒あるお寺で一休み  

  

  

 やがて川沿いの土手道に出ると、赤い彼岸花の絨毯が遠くに広がり、川面に映る赤色がとても  

幻想的でした。花のピークは少し過ぎていたものの、秋の日差しの照らされる風景は見事でした。  

  
  



 

橋のたもとのお店では、地元の方が手作りの栗や柿、シフォンケーキを販売しており、ふわふわの

シフォンケーキは大好評。皆さんお土産に買い求めていました。  

彼岸花に囲まれながら皆でいただいたお弁当も格別で、笑顔溢れる秋の一日となりました。  

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

たわわに   

実 った 栗    

栗の木の撮影を 

する人を撮影   


